
第６６回（２０１７年度） 全国社会科教育学会 

  全国研究大会のご案内 
 

 
                                                               2017 年 5 月 31 日 
                             全国社会科教育学会会長      
                                第 66 回全国研究大会実行委員長 棚橋 健治 

 

新緑の候，会員のみなさまにおかれましては，ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて，2017 年度全国社会科教育学会を下記の要領にしたがって開催する運びとなりました。 

今年度は，参加者の皆様が，より主体的に関われるような全国研究大会になることをめざし，大きくプログラムを

見直すと共に，託児室の設置などの新しい試みを始めることに致しました。 

会員の方々はもとより，社会科教育に関心をお持ちの会員以外の方々にも，広くご参加くださいますようご案内申

し上げます。 

 

Ⅰ 大会要項 

１．主 催  全国社会科教育学会 

２．後 援  日本教育大学協会第二部門社会科教育部門 

広島県教育委員会，広島市教育委員会，東広島市教育委員会 （申請予定） 

３．期 日  2017 年 10 月 28 日（土），29 日（日） 

４．場 所  広島大学大学院教育学研究科（広島大学東広島キャンパス） 

５．日  程  

  第１日 10 月 28 日（土） 
   9:00 9:30    11:00 11:10    12:30     14:00   15:00            18:00 18:30 

受

付 

自由研究発表 

(口頭) 
 フォーラム 

昼食 

総会※2 シンポジウム  懇親会

理事会※1

             ※1：理事会は 12:40～13:50   ※2：昨年度研究奨励賞受賞者のスピーチあり 

第２日 10 月 29 日（日） 
8:30 9:00     11:00 11:10    12:30  13:30   14:30 14:40     16:00   

受

付 

自由研究発表 

(口頭) 
 フォーラム 

昼食 
自由研究発表

（口頭）
フォーラム 

自由研究発表 

（ポスター）※3

※3：自由研究発表（ポスター）は 13:00～14:30。コアタイム（発表者がブースにいる時間）は 13:10~14:10。 
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Ⅱ 大会企画 
第 66 回大会では，これまでの大会企画の枠を見直し，「シンポジウム」・「フォーラム」・「自由研究発表」の３

本柱で企画を構成します。従来，「課題研究」と「自由研究発表（パネル）」として分けて実施していたものを，新

しく「フォーラム」とし，枠も増やすことによって，より多様な研究発表を促進し，研究大会が活性化することを期

待した取り組みです。

 シンポジウム：多様な参加者が一同に会し，共に社会科について考えます 
 フォーラム：コーディネーターが社会科に関連する主題を設定し，関心のある参加者と共に80 分の枠内で自

由に発表・質疑・ディスカッションなどを行います 
  →「大会校企画型」と「自由企画型」の 2 種類を設定 

 自由研究発表：指定された時間内（口頭：30 分，ポスター：60 分）で，発表者の研究成果を発表し，参加者

と質疑やディスカッションを行います 
→「口頭発表」と「ポスター発表」の 2 種類を設定 

 

この度，自由企画型のフォーラムと自由研究発表の発表者を募集します。発表者の方々のテーマの内容やニーズに

合わせて，発表形式をお選び，ご応募ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．シンポジウム 「見方・考え方」論で社会科は変わるのか？ 
 

新学習指導要領においては，社会科が育成すべき「資質能力」－「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」

「学びに向かう力，人間性」の 3 本柱で整理される－を育成する際の重要なポイントとして「社会的な見方・考え

方」がある。「社会的な見方・考え方」はこれまで４観点で個々に捉えられてきた「資質・能力」を総合的に育成す

るための重要な概念として受け止められている。 
この「社会的な見方・考え方」については，社会科を学ぶ本質的意義を明確にするという肯定的な意見がある一方

で，本当に教科の本質を問い直すものとなっているのか，という懐疑的な意見も見られる。では，新学習指導要領の

新機軸ともいえる「見方・考え方」は社会科の教科としてのあり方を見直すものとなり得るのだろうか。 
本大会では，「見方・考え方」に関する多様な議論を通して，社会科の教科としてのあり方を考え直す契機としたい。

 

   シンポジスト  佐藤 公  （明治学院大学）

           田中 伸  （岐阜大学） 

           松浦 雄典 （滋賀県竜王西小学校） 

   コメンテーター 樋口 雅夫 （文部科学省） 

司会・コメンテーター 棚橋 健治 （広島大学） 

 

 

Ⅱ 大会企画 
第 66 回大会では，これまでの大会企画の枠を見直し，「シンポジウム」・「フォーラム」・「自由研究発表」の３

本柱で企画を構成します。従来，「課題研究」と「自由研究発表（パネル）」として分けて実施していたものを，新

しく「フォーラム」とし，枠も増やすことによって，より多様な研究発表を促進し，研究大会が活性化することを期

待した取り組みです。 
 
 シンポジウム：多様な参加者が一同に会し，共に社会科について考えます 
 フォーラム：コーディネーターが社会科に関連する主題を設定し，関心のある参加者と共に 80 分の枠内で自

由に発表・質疑・ディスカッションなどを行います 
  →「大会校企画型」と「自由企画型」の 2 種類を設定 

 自由研究発表：指定された時間内（口頭：30 分，ポスター：70 分）で，発表者の研究成果を発表し，参加者

と質疑やディスカッションを行います 
→「口頭発表」と「ポスター発表」の 2 種類を設定 

 

この度，自由企画型のフォーラムと自由研究発表の発表者を募集します。発表者の方々のテーマの内容やニーズに

合わせて，発表形式をお選び，ご応募ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．シンポジウム 「見方・考え方」論で社会科は変わるのか？ 
 

新学習指導要領においては，社会科が育成すべき「資質能力」－「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力等」「学びに向かう力，人間性」の 3 本柱で整理される－を育成する際の重要なポイントとして

「社会的な見方・考え方」がある。「社会的な見方・考え方」はこれまで４観点で個々に捉えられてき

た「資質・能力」を総合的に育成するための重要な概念として受け止められている。 
この「社会的な見方・考え方」については，社会科を学ぶ本質的意義を明確にするという肯定的な意

見がある一方で，本当に教科の本質を問い直すものとなっているのか，という懐疑的な意見も見られ

る。では，新学習指導要領の新機軸ともいえる「見方・考え方」は社会科の教科としてのあり方を見直

すものとなり得るのだろうか。 
本研究大会では，「見方・考え方」に関する多様な議論を通して，社会科の教科としてのあり方を考

え直す契機としたい。 
 

   シンポジスト  佐藤 公  （明治学院大学） 
           田中 伸  （岐阜大学） 

           松浦 雄典 （滋賀県竜王西小学校） 

   コメンテーター 樋口 雅夫 （文部科学省） 

司会・コメンテーター 棚橋 健治 （広島大学） 
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２．フォーラム 

フォーラムは，各会場で 80 分の枠内で，発表者が自由に時間設定して発表と質疑を行うスタイルで行います。多

数の研究者や実践者が参画する研究や，多数の参加者と共に行うディスカッションやワークショップなどがこのスタ

イルに適しています。 
本大会では，自由企画型に加えて，これまでの全国社会科教育学会の取り組みを踏まえて，次の３つを大会校企画

型のフォーラムとして計画しています。 
 

 「アジア各国の主権者教育に学ぶ－ISSA との共同企画」 
コーディネーター 桑原 敏典（岡山大学） 

 「これからの授業研究の在り方－過去２回のワークショップが意味するもの」 
コーディネーター 梅津 正美（鳴門教育大学） 

 「論文の書き方セミナー－研究推進プロジェクトの採択者と連携して」 
コーディネーター 溝口 和宏（鹿児島大学） 

３．自由研究発表  
本大会では，口頭発表とポスター発表の 2 種類の自由研究発表の実施を予定しております。ご自身の研究テーマや

方法に合わせてご応募下さい。  

 

(1)口頭発表 
従来からの口頭発表スタイルの自由研究発表です。まとまった時間で，発表者が，論理や結果，考察などを順

序立ててじっくりと説明できるという特色があります。 
発表者は分科会ごとに，発表 20 分・質疑応答 10 分の枠内でスライドやレジュメ等を用いて研究発表を行いま

す。 
(2)ポスター発表 

視覚情報を多用した掲示方式で行う自由研究発表です。質問者と直接対話でき，時間的な制約も小さいため，

発表者・参加者とも徹底的に議論することができるという特色があります。

発表者は，2 日目の 13:00 までに，発表内容を集約したポスター（A0 用紙程度），複数枚のレジュメ，様々な

メディア，授業映像，出版書籍等を指定されたブースに展示してください。13:10～14:10 は，コアタイムとして

発表者がブースに来て，意見交換を行います。ポスター等を展示するスペースを用意する予定です。 
 

Ⅲ 申し込み 

「参加申し込み」「発表申し込み」は大会ホームページからお申し込みください。大会ホームページは，全

国社会科教育学会ホームページ：http://jerass.jp からリンクしています。 
 
１．参加申し込み  
本大会では，参加申し込みのほか，宿泊，懇親会，弁当を一括して，日本旅行（株）広島支店で取り扱います。大

会ホームページをご参照いただき，9月 29日（金）までにお申し込みください。 
○大会参加費は 3,000 円（当日支払いの場合 3,500 円）です。事前申し込みにご協力の程よろしくお願いいたしま

す。 
○懇親会費は 5,000 円です。会場は「西条 HAKUWA ホテル」を予定しています。西条の利き酒コーナーなども設

ける予定です。帰りは，西条駅・東広島駅へのバスをご用意致します。 
○弁当は，１日目，２日目ともお茶付きで 800 円です。近辺に食事場所は十分ありませんので，予約をお勧めしま

す。 
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○本大会では，お子様を同伴する参加者のために託児室を設置します。託児には，事前申し込みが必要です。

（詳細は「３．学会託児」をご参照下さい。） 
 
２．発表申し込み 

○大会ホームページに，申し込み用フォームがあります。ここに必要事項を入力していただき，７月 28日（金）まで

にお申し込みください。 

○発表を申し込まれた場合においても，「参加申し込み」も必ずお申し込みください。 

○第 66回大会においては，「自由企画型フォーラム」と「自由研究発表（ポスター）」「自由研究発表（口頭）」が

あります。「Ⅱ 大会企画」をご一読いただいた後に，お申し込み下さい。 

○発表の申し込みをされた方は，発表要旨集録の原稿執筆をお願いします。フォーマットは大会ホームページからダ

ウンロードを行い，作成下さい。原稿締切は９月 1日（金）です。 

 

３．学会託児  

お子様を同伴する参加者のために，会場付近に託児室を設置します。是非積極的にご利用下さい。 

○託児委託先は（株）アイグラン（公益社団法人全国保育サービス協会正会員）です。 

○託児室の場所については，安全性確保の観点から，申込者にのみお伝えいたします。 
○設置時間は，1 日目が 9:15～18:15，2 日目が 8:45～16:15 です。 
○対象は，学会参加者の生後 3 ヶ月から小学校 6 年生までのお子様です。 
○費用は，子ども 1 人あたり 1 日 2,000 円（2 日利用は 4,000 円）です。（時間単位での割引はありません） 
○託児は事前申し込みが必要です。申し込みは，参加申し込みの「その他」欄への記入でお願いします。（例：託

児希望）確認の後，持ち物や申込書を事務局より送らせて頂きます。 
○締切日までの変更やキャンセルは可能です。締切日以降に，やむを得ず，変更やキャンセルがあった場合は，す

ぐに jerass66@hiroshima-u.ac.jp までご連絡下さい。 
※託児に関するご質問も，jerass66@hiroshima-u.ac.jp までお願いいたします。 
 

Ⅳ 問い合わせ先等 

   〒739-8524 広島県東広島市鏡山 1 丁目 1 番 1 号

広島大学大学院教育学研究科 社会認識教育学研究室 気付 

担当：棚橋健治・草原和博・川口広美

TEL: 082-424-4670 メール: jerass66@hiroshima-u.ac.jp 

 
重要な締切日一覧 

(1)大会発表申し込み                                     ：7月 28日（金）17:00 
(2)発表要旨                            ：9月 1日（金）17:00 
(3)大会参加申し込み                   ：9月 29日（金）17:00

NEW！ 
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